
オレンジプロジェクトを開催しています

①オレンジガーデン

院内駐車場内にあるべんがらガーデンをマリーゴールドの花文字で彩りました。マリーゴールド
1,600株で彩りされた光景はとてもきれいでした。病棟の窓からも眺めることができ、入院患者さん
にはとても好評です。

オレンジプロジェクトとは？

新潟病院では、9月に、認知症ケアと緩和ケアについての知識を広め、人々の心に笑顔を
灯せるように、病院全体の取り組みとして院内をオレンジ色の花と風船で彩る「オレンジプロ
ジェクト」を開催いたしました。毎年9月は「世界アルツハイマー月間」と定められていて、オレ
ンジ色は認知症支援のイメージカラー、同色の風船は緩和ケア普及啓発のシンボルです。

②オレンジロード

正面玄関から新棟入口までの中央廊下に、オレンジ色・黄色の風船や花紙・色画用紙で作った
花で飾りました。医療関係者から患者さんまで、中央廊下を歩いた方の心に灯をともしています。

③認知症ケアや緩和ケア等の啓蒙活動

様々な分野のスペシャリストがいて、相談を受けることができることを知って欲しいという想いを込め
て、認知症ケアや緩和ケア等各専門看護師の紹介ポスターとパンフレットを設置しています。



⑥薬剤部、放射線科、リハビリテーション科、地域連携室、訪問看護、病棟の紹介

認知症と緩和ケアに関連する各部署の業務内容についての説明

④願いのなる木

大きい画用紙で幹や枝を作成し、リンゴの形をした付箋（実に例えてる）に、願いごとや想いを
文字で書き、それを木に貼ることで願いや想いを実らせる企画を実施しています。

⑤院長、副院長、統括診療部長、診療部長、名誉院長のメッセージ



⑦柏崎コミュニティ放送（ピッカラ）にて、中島院長、金谷統括診療部長、會田診療部長

が特番放送にて、オレンジプロジェクト記念講演を実施。

院長は病院の紹介、現在の新型コロナウイルス感染状況、オレンジプロジェクト実施の想いに
ついて、會田診療部長は認知症について、金谷統括診療部長は認定看護師や事務職員等
他3名と一緒に、ラジオ劇場として熱いセリフを織り交ぜて演じ、緩和ケアに関する想いを披露
しました。

※9月8日（木）柏崎日報の一面にオレンジプロジェクトが紹介されました。


